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第１９回「蛍湖まつり」開催のご案内について

～公共交通機関でGO！来て見て楽しんで、ちょっと学んで～

蛍湖まつり実行委員会主催による
第１９回「蛍湖まつり」を、今年も
下記のとおり開催予定です。

今年も多くの方々の参加、ご協力により、

「みんなが集い、みんなで彩る」をテーマに

地域で活躍されている皆様を中心とした

地域一体型イベントとして実施します。

記
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蛍湖まつり実行委員会 事務局

中筋川総合開発工事事務所内

副所長 渡邊 健二

◎ 管理課長 山下 正浩
TEL 0880-66-0142（代表）
◎ 0880-66-2501（管理庁舎）

◎ 問い合わせ先

問い合わせは明日以降にお願いします。



別紙

第19回蛍湖まつり

宿毛市と幡多郡三原村の境にある中筋川ダムで「蛍湖まつり」を
10月26日午前10時から14時に開催します。

地域の交流・連帯およびダム事業への理解を深めることを目的と
して、平成8年から毎年開催し、今年で19回目となりました。

（メインステージ）

メインステージでは、地元で活躍する皆さんのパフォーマンスショー等を
予定しています。

正午頃には、「ダムの絵」・蛍の写真コンテストの表彰式、などの式典を
予定しています。

（会場内ブース）

会場内では、婦人会などによるうまいもの市、防災や環境に関する学習・体験
コーナー、ふわふわドーム、小学生によるダム絵画展、地元写真家による中筋川
の蛍の写真展示などを予定しています。
また、今年は小学生以下のお子様を対象に、体験ブース等のスタンプラリーを

実施。

（中筋川ダムならではの企画）

中筋川ダムならではの企画として、ダム内部の見学と、ダムの表面を掃除する
洗浄放水（12時00分と13時40分の２回）を行います。

ダム内部の一部は、蛍湖まつり限定企画としてイルミネーションで飾りつけ、
ダムのすぐ下からダムをバックに迫力の写真を撮影できる場所を一般開放します。

特に今回は、先着100名様限定で、セメントによる「中筋川ダムミニチュア模型
づくり」体験や、イベント実施中にダム(内部)見学者が１万人を越えた場合は、
「ダム見学者通算１万人目の方への記念品贈呈」もあります。

（交通手段）

土佐くろしお鉄道平田駅、蛍湖まつり用駐車場（タイム技研高知（株）、梅ノ
木公園）から無料送迎バスをご用意しています。

（悪天候の場合の開催について）

小雨決行ですが、悪天候の場合は、内容の一部変更または中止となります。

（お問い合わせ先）

蛍湖まつり実行委員会事務局（中筋川ダム管理庁舎内）（0880-66-2501)まで。
蛍湖まつりブログ（http://ameblo.jp/hotaruko-fes/）もご覧ください。

（参考）近年の蛍湖まつり来場者数 中筋川ダム管理開始以降見学者数（年間集計）

累計（年度計）
6,629人H11～H20

第14回（H21）1,100人（雨） H21年度 358人 6,987人
第15回（H22）1,500人 H22年度 555人 7,542人
第16回（H23）2,000人 H23年度 639人 8,181人
第17回（H24）2,500人 H24年度 472人 8,653人
第18回（H25）1,200人（雨） H25年度 801人 9,454人

H26年度 328人 9,782人(9月末)


